
2019年度雇用支援ネットワーク部会活動報告 

【目的】障がい者の企業への就職と職場定着をより一層進めていくための、関係機関による連携協力体制の構築を目

指すことを目的とする。 

【主な活動】 

● 個別の就職準備性について支援課題を抽出し、協議検討する。 

             ● 在宅者、就労継続 A型や B型事業所、移行支援事業所等の実習状況や準備状況 

               について共有を行う。 

             ● 生活困窮や引きこもりの方への準備支援について意見交換を行う。 

                

 
 

             ● 圏域内の障害者雇用を進めるため、本人ニーズと企業ニーズのマッチングについて 

               視点の共有をはかり、関係機関のネットワーク体制の強化とする。                        

● 就職後の「就労定着」に必要な支援力向上を目指す。                                       

                                

 

 

             ● 当圏域における障がい者雇用の現状を広く地域に発信し、知ってもらう。ローカル 

               紙（2紙）の記事掲載を行う。                                      

             ● 今年度においては「てんでねっと第 100回目」をめどに取組みを総括する。                                       
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【今年度の成果と来年度へ向けて】 

 


